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間に亘っては台湾軍を守るに適さないという不

愉快な事実に直面する。既に 2008年以来、台

北（台湾政府）と北京（中国政府）の間で再び

活性化した交渉過程は、以前、戦闘における台

湾の軍事的脆弱性として扱われてきたものが、

完全に米国の戦略的利益になった。このような

外交的解決を支援する一方、ワシントン（米国

政府）は、台北（台湾政府）の対機雷戦能力の

強化を支援すべきであり、また、東京（日本政

府）とその他の地域的同盟国に対しては、最悪

の事態における防御策として、効果的な対機雷

戦兵力を維持するよう奨励すべきである。しか

しながら、対機雷戦の世界における同盟国の支

援は、万能薬ではなく、松葉杖になるべきでも

なく、またこの分野における大規模な米国の能

力開発を妨げるものであってはならない。

概　要
　この研究は 2つの解析的疑問に向けられてい

る。と鄧小平後の時代の中国の民事・軍事の関係

は何が変わったか。中国の危機管理とその海軍近

代化とこの変化との関連は何か。

何故重要か
　これらの疑問に向かうことは 3つの主要な理由

により重要である。第一に、人民解放軍（PLA）

は政党軍であり、その第一の機能は国内政治であ

ると広く考えられている。─そのことは、政党が
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指導力を持つ派閥政治に参画することであり、中

国の社会の政治的反対に対抗して中国共産党

（CCP）を擁護することである。過去 20年間に、

しかしながら、PLAは江澤民や胡錦涛といった

政党指導者から、CCPあるいは中国社会のいず

れからの政治的反対に対抗するものとしても用い

られてきていない。PLAの陸軍は、集約的人的

資源であり、そしてだからこそ国内政治に最も適

した軍であるが、継続して縮小されている。技術

的であり資本集約的な軍であって、中国の辺境あ

るいは遠方への戦力投入と戦略的緊張緩和に適

し、しかし国内政治には適さない軍が─例えば

PLA海軍（PLAN）、PLA空軍（PLAAF）、そし

て第 2砲兵隊（戦略ミサイル部隊）─中国の軍の

近代化の動きの中でより優遇されてきた。この研

究は中国の民事・軍事の関係の中での変化を検分

することにより、この解析的なパズルを解くこと

を企てるものである。第二に、鄧以降の時代の危

機管理において中国の民事・軍事の機関間の調整

は、情報と注意深い解析の両方が欠けているため

に、理論的に考察すべき領域として残っている。

中国の民事・軍事の関係の変化を解析することに

より、この研究はこの解析的なパズルにいくらか

の光を投ずることを狙ってもいる。最後に、

PLANはかつて PLA内で取り残されていたが、

これは PLAが国内事項と政治に大方没頭してき

たためであり、そこでは PLANは特に有用でな

いのである。中国の民事・軍事の関係の変化を調

査することにより、この研究はまた何故、鄧以降

の時代に PLANが中国の軍事政策の中でより重

要となっていったかを説明することを試みる。


